
令和元年度木造住宅低コスト耐震改修工法モデル事業の成果について 

令和2年2月 28日 住まいまちづくり課 

１ 木造住宅低コスト耐震改修工法の普及について 

木造住宅の耐震化を促進するため、平成 27年度より名古屋工業大学の協力を得て、木造住宅低コスト耐震改

修工法の講習会を設計者・施工者向けに実施している。昨年に引き続き耐震改修が必要な住宅を公募し、低コ

スト工法で設計・工事監理を実施する設計事務所に委託し、本工法の効果を検証した。 

 

２ 木造住宅低コスト耐震改修工法の概要 

低コスト耐震改修工法とは一般的な工法とは異なり、既存の壁や床、天井を壊さずに耐震補強する工法。また、外

壁撤去を行わずに外部から耐震補強する工法もある。低コスト工法を採用すると、既存の壁や床等の復旧工事が不

要となり、工事費や工期が縮減できる。 

 

３ モデル事業による効果検証結果  

 （１）効果検証結果 

・一般的改修工法で補強計画した場合の工事費と低コスト工法で補強計画した場合の工事費を比べると 

2,690,000円(約 54%)のコスト削減効果があった。 

・耐震補強箇所が一般的改修工法より低コスト工法が少なくなり、工事費、工事工期も縮減された。 

①一般的改修工法で補強した場合 

（一般診断法→在来工法改修） 

②低コスト工法で補強した場合 

（精密診断法→低コスト工法改修（一部在来工法）） 

 

 

 

 

 

（赤部分を新規補強） 

   …筋交い補強【16か所】 

   …耐力壁補強（面材）【49か所】 

 

赤部分を新規補強） 

  …筋交い補強【5か所】 

  …耐力壁補強（面材）【9か所】 

補強前Ｉｗ：0.17 ⇒ 補強後Ｉｗ：1.0 補強前Ｉｗ：0.47 ⇒ 補強後Ｉｗ：1.10 

耐震改修工事費：4,972,000円（税込） 耐震改修工事費：2,282,000円（税込） 

工事期間：約２カ月 工事期間：約３週間 

 

（２）モデル住宅及び委託の概要 

 

＜モデル住宅概要＞            

場所：東伯郡北栄町由良宿地内       

構造：木造２階建て         

   延床面積：約 204㎡           

建築年：昭和 53年 

＜勉強会委託概要＞ 

設計者：有限会社セイク設計 

業務期限：令和元年 7月 8日～令和 2年 3月 20日 

施工者：杉本装工（モデル住宅所有者との契約） 

 

2 階 2 階 

1 階 1 階 

※金物補強のみ 


